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［要旨］本サブテーマではまず、ecotypeに係わるこれまでの研究成果をレビューした。次に、北

東アジア（中国・モンゴル）の9地域から様々なkey speciesの種子を採取して、産地毎に整理し

た。そして、代表的key speciesである、灌木種のCaragana microphyllaとArtemisia halodendron

およびイネ科草本のStipa grandisの地域個体群を材料として、温度と水ストレスの複合環境実験

を行い、それらの応答特性について比較・検討した。2週間の環境制御実験で、水ストレスはC. 

microphyllaの生長を抑制した。その影響は高温時に大きく、低温時に小さかった。産地間の比較

では、基本的な生長速度に差異が認められ、また、温度に対する適応特性が異なる等、ecotypeの

分化が示唆された。4週間の環境制御実験で、水ストレスの増加はS. grandisのNARを抑制し、RGR

を顕著に低下させた。また、LAR、LWR、SLAを微減させ、R/S比を増加させた。温度上昇は、RGR、

NAR、R/S比を低下させ、LAR、LWRを微増させた。水ストレスの増加は、A. halodendronのNARを抑

制し、RGRを顕著に低下させた。また、LAR、LWRを微減させ、R/S比を顕著に増加させた。温度上

昇は、RGR、NAR、R/S比を微減させ、LAR、LWR、SLAを微増させた。A. halodendronは水ストレス

条件下で同化産物を根に多く分配した。一方、S. grandisが水ストレスによってR/S比を増加させ

たのは低温処理の場合であった。R/S比の応答は、水不足が頻発する半乾燥地域での適応反応であ

ると思われ、高温と水不足状態の多い砂地では、A. halodendronがS. grandisより適応している

と考えられた。また、S. grandisとA. halodendronの生長速度や生理生態特性を産地間で比較す

ると、S. grandisでは既に異なるecotypeが分化していることが示唆された。一方、A. halodendron

では明瞭なecotypeの分化はまだ認められないと思われた。以上の生長解析に加え、環境制御実験

で使用した地域個体群の生化学的/遺伝学的な解析を現在行っている。以上の成果を蓄積し、植生

回復（緑化）に有効な「key species－ecotypeデータベース」を構築する重要性が示された。 
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